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〈概要 〉

0こ れか らの教育では、 ます ます激 しく変化す ることが予想 される社会 において、 その変化

に適切 に対応で きる力を育 てることが一っの重要 な課題 である。 また、我が国の国際化 の進

展を踏 まえ、豊 かな人間性 や社会性、 国際社会に生 きる日本人 を育て ること も、今、教育 に

求め られて いることであ る。 そのためには、単 に知識 を網羅 的に暗記 す る学習で はな く、児

童 自身が主体的に問題解決 に取 り組 む過程を通 し、新 しい知識 や技能、 態度 を身 に付 けるこ

とのできる学習が大切である。

○ 児童が主体的に学習す るためには、 児童 自らが、 どのよ うな活動 を し、何 を明 らかに して

い くのか、何を どのよ うに表現 し伝え るのか など、 自分の活動 の目的をは っきりと意識 し、

学習活動 に臨む意欲や態度 が不可欠である。 そこで、問題解決 的学習、体験 的な学習を中心

に据え、地域素材や身近 な物や人 とのかかわ りか ら社会的事象への興味 ・関心や課題意識 を

高 めなが ら、学習問題 をっかみ、問題解決への見通 しを もち、意欲的 に追究 していける学習

活動 の工夫 に努 めた。

○ 研究の推進 に当た っては、社会共通研究主題を設定 し、 それを基調 として4っ の分科会が

各研究主題 と仮説 を設定 した。各分科 会では、文献及 び授業実践 の先行研究 に学 びなが ら、

授業研究を通 して仮説の検証 を行い、研究主題 に迫 るよ うに努めた。
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研究主題 〈第3学 年分科会〉

地域や人とのかかわ りを深めなが ら、

課題をもって追究する力を育てる学習活動の工夫

1研 究主題設定 の理 由

児童 は、生活科 での具体 的な活動 を通 して,自 分 と身近 な社会 ・自然 とのかか わ りに関心

を もち、 自分 自身 の生活 を考 え る学 習を して きた。 また、 自分 な りの こだわ りを もって追究

す る ことや学習 した り体験 した り した ことを表現 す る活動 も多 く経験 して いる。 このよ うな

学習経験や技能 を生かす とともに、見学 の課題 を設 定 した り情報 を交換 した りす る学習活動

を工夫 して いけば、意欲的 に課題 を もって追究す る社会科学習 を実現 で きると考 えた。

3年 生の社会科 の内容 は地域学習 であ る。 そ こでは、 自分 の生 活が地域 や人 とかかわ って

いることに、子 ど も自身が気付 くことが重要 である。 そ して、地域 に対 して親 しみを もち、

自分が地 域 の一員で ある ことを自覚 してい くことが望 まれ る。 そのために は、 地域や人 に焦

点 を当て、 よ り多 く、 よ り深 くかかわ りを もてるよ うな体験的活動 を工夫 す ることが重要 で

あ ると考 え た。

本分科 会で は、全体主題の 「目的意識 を もって問題解決 に取 り組 む」子 どもの姿 を 「地域

の事象 にっ いて関心 を もち、一人一 人が意欲的 に追究 し、地域 に対す る親 しみ を もっ こと」

ととらえた。 また、 その実現の ため には上記 のよ うな指導 の工夫 を図 ることが大切 であ ると

考 え る。 そ こで、 「地域 や人 とのかかわ りを深 めなが ら、課題 を もって追究 す る力 を育 て る

学習活動 の工夫」 と主題 を設定 した。

H研 究の仮説

地域や人 とのかか わ りを深 めなが ら、課題 を もって追究 してい く学習活動 を展開すれば、

問題解決 の力が高 ま り、地域理解 を深 め、地域 のよ さに気付 き、親 しみを もっであ ろう。

皿 研究構想図
社会の要請1全 体の揖璽 児童の実態
y分 科会の研究主題y

地域 や人 とのかかわ りを深 めなが ら、課 題を もって追究す る力を育て る学習活動の工夫

↓ ↑

研究 の仮説:地 域や人 とのかかわ りを深 めなが ら、課題 を もって追究 して い く学習 活動 を

展開 すれば、問題解決 の力 が高 まり、地域理解 を深 め、地域 のよ さに気付 き、親 しみを も

つ であろ う。

yT

見 る 聞 く
一緒 に活動す る

発信す る

研究 の内容 交換する

地域 や人 とのかかわ りを深 める活動 と もに調 べ る

地域 や人 とのかかわ りを深め る工夫

友達同士のかかわ りを深 める工夫

課題 を明確 に もっ ための工夫

意欲的 に追究す るための工夫

↓↑

《目指 す子 ども像》

「地域 に親 しみを もって、進 んでかかわ る子」
・地域 のよ さに気付 き、地域 を好 きにな る子
・友達 のよ さを認 めなが ら活動 す る子

・進 んで調べ て、 自分 な りの考 えを もっ子
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IV研 究内容

1地 域や人 とのかかわ りを深め るために

(1)地 域 や人 とのかかわ りを深め る学習活動の工夫

資料や課題 の提示 の工夫、学習 の場 の工夫、学 習方 法の工 夫 などの視点か ら指導 の工夫 を

図 ることによ り、かか わ りを深 めさせ るよ う支援 で きる。

〈学 習 活 動 〉

一 地域に対する児童の意識の変容 一

/、

こん な ものが 興味や関心を 、

あ るんだ

↓

こん なことを

もっ

自分 な りの こ 課∈

知 りたい だわ りを もっ

/

どんな苦労や 地域の人々の

工夫をしてい 願いに気付く
、

るんだ ろ う

↓

こん なによい 地域に親 しみ 一

、

ことが あるん を感じる

だ

↓

地域にでかけ 進んで地域に

何かをしてみ
　

かかわる
、

たい ＼ ノ

きっか けの

活 動

《指 導 の 工 夫 》

課題をっかむ活動

調 べ る

活 動

資料提示の工夫

学習問題の提示

表現する

活 動

課題別グループ編成

課題のよさをモデル提示

情報交換の場の工夫

参加 ・発信す る

活 動

多 様 な 調 べ 方

・見 学 ・観 察 ・インタビ1-

・電 話 ・フ了ックスの 活 用

多様 な表現方 法の工 夫

・新聞 ・ポス ター

・絵地 図

発表会の工夫

地域行事へ の参加

情報 の発信

・手紙 ・ポス ター

(2)か か わ りあ って学 ぶ活動

友達 同士 のかかわ りを深 めさせて、学 び方 を身 に付 けさせ、 学 び合 う態度の育成 を図 るこ

とによ り、地域理解 を深め させ ることがで きる。

r

学 び方 を身 につ付 させ る

叉

.一 一,

共

通

体

験

〕

〔

情

報

交

換

〕

、

ノ

学び合う態度の育成

・調べ方 を知 る

・表現方法 を工夫す る

・課題 を深 め る

・グループで協力 して学ぶ

・友達の学 び方 のよ さを認 め る

・自主的 ・積極的 に話 し合 う

(3)「 地域 や人 とのかかわ りを深 めるための学習活動表」 づ くりをすすめ る。

「活動表」 を単元 ごとにっ くることにより、子 ど もたちが地域 や地域 の人 々 とのかかわ り

を深めてい くためには、 どのよ うな学習活動が効果的であ るかの検討が容易 にな る。 さらに、

単元の指導計画の中 に、 それ らの学習活動 を意 図的 ・計画的 に取 り入 れてい くことがで き、

地域理解 を深 め、地域へ の親 しみを もたせ ることがで きる。
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《地域や人とのかかわりを深めるための学習活動表の例》

1>地 域 E 友 達 ←〉

学 習

過 程
かかわりが深まる過程 見 る 聞 く

一緒に

行動する
発信する 交換する

と もに

調べ る

つ

か

む

○興味や関心をもっ

○自分なりのこだわり

をもっ

店 の人 の

ビデオを

見 る

会長の話

を聞 く

買い物調
べの結果

を話 し合

う

店見学の

計画を話

しあう

調

べ

る

○地域の人々の苦労や

工夫に気付 く

○地域の人々の願いに

気付 く

店の見学

をする

店 の人 に

イ ンタビ

ューをす

る

地域 の人

の話 を聞

く

調 べた こ

とを話 し

合 う

一緒 に店

に行 き調

べ る店の仕事

を手伝 う

進んで買

い物をす

る

「

商店会 の

ポス ター

等 を作 り

掲示す るま

生 と

か め

す る

○地域への新 しい見方

が生 まれる

○地域や地域の人々に

親 しみをもっ

○進んで実践 しようと

する

2課 題 をも って意欲 的に追究 するために

(1)体 験 的な活動を重 視す る

新 たな発見 や感動 を伴 った体験 や活動 の繰 り返 しを取 り入れ る ことが大切 であ る。 この こと

によ って、地域 の人 や事物 ・事象 と出会 う喜 びや楽 しさを味わわせ た り、新 しい疑 問や意欲 に

応え る ことが で きる。

○ 見 る ○ 聞 く

・見 学 や 探 検 に行 く

・イ ンタ ビュ ーす る

・図 書 館 等 を利 用 す る

○一緒 に行動す る

・買 い物 をす る

・店の仕事 を手伝 う

・地域行事 に参加す る

○ 発信 す る

・商 店 街 に ポ ス ター を掲 示 す る

・招 待 状 や礼 状 を書 く

・ビデ オ レ ター を送 る

(2)課 題づ くりを工夫す る

個人 の課題 が学 習全体 の中で どの よ うな価値 を もっ かに気付 かせ、課題 を広 め させ た り、深

め させた りす ることによ って、子 どもが追究 し続 けることがで きる。

・課題 を 「学級 ・グループ ・個 人」 の3段 階で設 定す る

・課題 や追究 のよ さをモデル と して提 示 し
、課題 や追究の見通 しを もたせ る

・見学 の視点 をカー ドで示 し、 目的を明確 に した追 究活動 がで きるよ うにす る
・課題追究 の流 れを示 し

、学習 の見通 しを もたせ る

V実 践事例

1単 元名 「わ た したちの くらしと買 い物」

2単 元 目標

・自分 たちの地域の大型店や商店街 の様子 にっ いて調 べ
、販売等 の工夫 を理 解す る。

・地域 で働 く人の心 情 にふれて
、 そのよさを知 り、親 しみを もつ。

・地域 や家庭の人 々の買 い物の仕方 の工夫 を理解す る。
・消費生活を通 して、 自分 と地域や他 の地域 とのかか わ りに気付 くことがで きる。

一4一



3研 究主 題 に迫るための本単元で の工夫

(1)課 題 を もって追究 す るため工 夫

①教 師の支援 につ いて

・課題 が明確 に もて るよ うに、一人一人 の児童 に応 じて個別的な支援 を行 う。

・学習の見通 しを もたせ る ・3段 階に分 けて課 題を設定 させ る 等

・友達 の課題や追究 のよさをモデル提示 して気付 かせ る
。

・調べ る観点や視点 の多様性 ・ま とめ 方 の工 夫 等

・課題 追究の過程を図示 したカー ドな どの資料 を提 示す る
。

②友達 同士のかかわ りにつ いて

・情報 交換 に適 した少人数 の グループ編成 をす る。

・話 し合 い(=情 報交換)の 具体的 な手順 と方法 を カー ドなどで提示す る。

③ 見学方 法 ・回数 につ いて

・大型 店の見学 は 「学習方法 を学習 す る段 階」 と して扱 い、班 ごとに個別指導 を行 う。

・見学 や調査 を繰 り返 し行 いなが ら、追究 す る課 題を よ り明確 に して い く。

(2)人 とのか かわ りを深 め る工夫

① 商店や地域 の人 々と積極的 にかかわれ るように、見学や調査の機会 をよ り多 く設定 す る。

②学習 のま とめと して、 ポスターやパ ンフレッ トを作 り、大型店 や商店会 に掲示 して も らう。

③ 商店を手伝 う活動 を通 して、主体 的にかかわ る体験をす る。

④ 友達 同士 のかかわ りを深 め るため、一 人一 人が意 見や感想 を言え るよ うな場 を設定 す る。

4指 導計 画(全22時 間 本時 は11/22)

時

1

9

10

11

12

3

4

1

1

主な学習活動 ・内容 指導 ・支援 研究内容との関連@か かわり*め あて

大型店 の様子 を調べ て,く ふ うを見つ けよう。

一 一 「二

◎前時 までの学習や買 い物調べのグラフなどを ◆買 い物調べの棒 グラフ

振 り返 り、地域の商店会 にっいて、疑問点や ○買い物調べの学習 を振 り

考えていることなどを発表する。 返 った り、普段の生活 を

・大型店にはないよさがあるのだろ うか。等 思 い出させたりす る。

●発表を もとに して、学習問題を設定す る。

1

@友 達:疑 問点 を発表 して、学習問

題へ と絞 り込んでいく。

地域 の商店会 の秘密 を さぐろ う。

◎学習問題を意識しながら、班や個人の課題に

ついて話 し合 って、設定する。

◎話 し合いに基づいて 見学計画を立て、 カー ド

に記入す る。

・大型店との類似点や相違点

・商店会の特色 等

◎班 ごとに商店会を実際に見学する。

○予 あ、調べたい店 ごとに

探検班を編成 してお くQ

◆VTR(外 部講師)

◆探検計画カー ド

○大型店 と比較する視点 を

意識させる。

○学習問題→班→個人の課

題を明確にさせる。

○安全やマナーに気 をっけ

させる。

○保護者 に協力を依頼 し、

複数肋 見学飴 を確劇
す る。(放 課後等の活用)1

@友 達:課 題の設定にっいて意見を

交換 し合う。

@教 師:課 題の設定に対する焦点の

絞 り方などを聞 く。

【課題の例】

(学習問題):身近な商店街の秘密を見つけ

よう。1

(班):薬 屋さんのサービスを調べよう

1

(個人):⑦薬以外にどんな物を売っている

だろう

⑦配達や安売りをするのだろうか

◎お店の開いている時間は長いの

か
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15 ◎ 発表ができるように方法などを考えなが ら、 @地 域:学 習の成果を作品 にして、

16 見学 して きたことをまとめる。 商店会に掲示 してもらう。
・地図(見 取 り図)に まとある 等

17 ◎商店会の方にも参加していただき、学習発表 ◆外部講師 @地 域:発 表を聞いて もらったり、

18 会を開 く。 ○事前に打ち合わせておき、 感想を話 してもらったりする。

感想やエピソー ドなども

話 していただ く。

19 ◎ 発表を基に、商店会の特色等について、話 し ○話 し合うときの視点を明 @友 達:学 習の成果を認めなが ら、

合 う。 確 にさせる。 話 し合 って、理解を深める。
・商店会独自の工夫や特色 等

20 ◎ 学 習 した ことを基に して、商店会のポス ター @地 域:感 謝などの気持 ちを込めて、

21 やパ ンフレット等を作 ったり、 お礼 や感想の 作品に取 り組んだり、手紙 を

手紙 を書 いた りして、商店会の方に送 る。 書いたりす る。
一 ■幽

22

.■一 ■ .■　 『.一 幽・『 　 一 『.一 　 幽.一 幽 　 幽.

i買 い物をする人たちはどんなことを考えて買い物をしているのだろう加

1......1

5実 践の考察

(1)子 どもが 自分 の 「課 題を もって追 究す る」 ため に

まず、課題 を 「学級→班→個人」 の3段 階 に分 けて設定 した。単 元前半部 の大型店 の見学

は、慣れ ない活動 のため、子 ど もが うま く自分 の課題 を もてない傾 向があ った。 そ こで、学

習問題 を追究す るための班課題 を橋渡 し的 に設定 す ることで、 どの子 にも無 理 な く個人の課

題 を もたせ よ うとした。見学 の視点 が、 あ る程度絞 れた ことによ り、個人 の課 題を設定 しや

す くな り、有効 な手立て とな った。

一方
、後半部の商店会見学 の際 には、子 ど もたちが前 の活動 を生 か し、個 人の課 題をす ぐ

に もてた こと もあ り、橋渡 し的な班課題の設定の仕方 に一層の工夫が必要で あ った。

次 に、友達 の学習の仕方 のよさに気付かせ るため、 モデル提示 した。 これによ り、観点 や

視点 を広めた り、 まとめ方(表 現方法)の よさに気付かせ た りで きた。 だが、視点 を広 め る

ことに力点 を置 いたたあ、課題 を質的に向上 させ るという面で は、十分な効果を得 られなか っ

た。

さらに、前半部 の大型店見学を 「学習 の仕方を学習 す る段階」 と して取 り扱 うことによ り、

後半部 の商店会 見学 の参考 にさせよ うと した。 この ことは、学習活動 に見通 しを もたせ る上

で非常 に有効 であ り、見学 の計 画を立 て る話 し合 いの中で、随所 に前 の活動 を生 か してい る

場面が 見 られた。 また、 見学機会 を可能 な限 り多 く設定 したが、何回 も見学 を重 ね る過程 で

見学 の視点 を広 めた り課題 を深 めた りす る様子 を見 ることがで きた。

(2)「地域 や人 とのかかわ りを深あ る」 ため に

VTRや 実際 の見学、外部講 師の活用 な どの具体 的 ・体験 的 な活動を通 して、地域 の人 々

にふれ合 う機会 を多 く設定 した。 そのため、商店会 が町内会 の祭 りや運動 会 に深 く関係 して

いることを知 り、身近 に感 じる ことがで きた。 さらに、 ポスターやパ ンフ レッ トなどを作 り

掲示 して もらった り、店 の手伝 いを した り したので、商店会 の人々 と以前 に も増 して親密 に

な ること もで きた。 このよ うな活動 を通 し、地域 のよ さを知 り、親 しみを もち、 自 ら進ん で

買 い物の手伝 いを した り、商店会 の人 と声 を掛 け合 った りで きるよ うな子 どもに育っ ことを

願 って いる。
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VI研 究 の成果 と課題

〈成果〉

○地域 の見学 や観察 を重視 し、体験活動 を繰 り返 し行 った。 その ことによ り、子 ど もたちの

地域 へのかかわ りが深 ま った。 また、活動 の回数 を重 ね るごとに、子 ど もたちが 自分 の課

題 を明確 に もて るよ うにな って いった。

○ 「地域 や人 とのかかわ りを深 めるための学習活動表」 を作成 す ることで、学習過程 の中で

多様 な活動 を設定 す ることがで きた。 それ によ り、子 どもたちは地域 をよ り身近 に感 じ、

進 んで地域 にかかわろ うと して いた。

○情報交換 の場 を工夫 し、積極的 に取 り入れ た。 その ことによ って、多様 な調 べ方 や発表 の

仕方 などに気付 き、学 習 に生 かそ うとす る姿が見 られ た。

〈課題>

0「 地域 や人 とのかかわ りを深 めるための学習活動表」 を教材 の開発 に活用 したが、 さらに

使 いやす く改善 してい く必要 があ る。

○情報交換 をす ることで 自分の課題が よ り明確 にな り、課題 を解 決 して いけると考 えて 「意

見交換 の具体 的な手 順 と方法」 を提示 したが、 さ らに内容 を工 夫す る必要 を感 じた。友達

同士 で考 えを出 し合 って、深 めた り広 げた りす るための支援 は、今後 も工夫 してい く必要

があ る。

研究主題 〈第4学 年 分科会〉

子どもが自分なりの課題をもつための学習活動の工夫

1研 究主題設定 の理 由

全体研究主題 であ る 「子 ど も自身が 目的意識 を もって、問題解決 に取 り組 む社会科学習」

を受 け、本 分科会 で は、子 ど もが 「自分 な りの課題 を もっ」 ことが 「子 ど も自身が 目的意識

を もっ」 ことにっなが ると考 え、 そ こに視点を当てて研究す る ことに した。

「自分 な りの課題」 とは、単 元の 目標 に迫 る大 きな学習 問題 を解決す るための一人一人 の

切 り込 み口 とな るものであ る。 学習問題 を解決す るために 自分 は何 にっ いて調べ るのか、 そ

のためにどんな活動 をす るのかを 子ど もが 自 ら考え、追究 の見通 しを もっ ことが、私 たちの

目指す 自分 な り課題 づ くりであ る。 そ して、課題づ くりの活動 を繰 り返 す ことで主体的 な学

習 の仕方 が身 に付 き学 習への意欲 を高め ることがで きると考え る。

しか しなが ら4年 生 の子 ど もたちの実態 を見てみ る と、調 べ る活動 や調べ たことをま とめ

る活動 には喜 んで取 り組 むが、 これ らの活動 を進 めるためのエ ネルギ ーとな る強 い疑問 や興

味 ・関心 を もっ ことにっ いて は必 ず しも十分 とは言 えない。即 ち、課題 意識が弱 い とい うこ

とが あげ られ る。 これは、 生活経験 の不足や受 け身 にな りがちな生 活か ら、社 会的事象 を自

分 の生活 と結 び付 けて考え る力がt一分育 って いないため と考 え られ る。 社会的事象 に対 して

自分 とのかかわ りを見 い出す ことがで きなけれ ば、問題解決 への意 欲や切実 感を もっ ことは

難 しい。 そのため、身近 な地域 や施 設、 そ こで働 く人 な どの教材 に出会 って も、単 なる事実

調べ の活動 で終 わ って しま う子 どもが少な くな いのが現状で ある。

以 上の ことか ら私 たち4学 年 分科 会で は、 子ど もたちが学習問 題 にっ いて 自分 な りの課題

を設定 し、 その追究 の仕方 を明確 にす ることがで きれば、意欲 的に問題 解決 に取 り組 めるの

で はないか と考 え、本主題 を設定 した。 そ して、研究 の内容 を子 ど もたちが教 材 と出会 い、

興味 ・関心 や疑問 を もち、学習 問題 を把握 して、 自分 な りの課題 を もっ までの学習過程 に絞

り取 り組ん だ。
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II研 究構想図

社会の要請

「ゆとり」の中で自ら学 び

自ら考える力などの 「生 き

る力」の育成

児童の実態

・人や ものと直接かかわる

調査、観察活動に意欲的

に取 り組む。

・自分たちで調べ、解決 し

ていこうとする意欲はもっ

ている。 グループ調べを

好み、個別に追究 してい

けるほどの自信はまだも

てない。

・社会科 の学習の中で、疑

問や興味 ・関心 をもつ場

面 は多 くない。

全体主題

子ども自身が目的意識をもって　　　シE

問題解決に取り組む社会科学習

→

↓
4年 分科会主題

子どもが自分なりの課題をもっための

学習活動の工夫

↓

研究のね らい

子 ど もが 自分な りの課題を もっための学習

活動や教師の支援 のあ り方を明 らかにする

↓

研究の仮説

子 ど もが 自分な りの課題 を設定 するまでの

過程 を大切に し、活動を工夫 すれば、一人
一人が課題を もって意欲的に問題解決 に取

り組むことがで きるであろ う。

社会科改訂の趣 旨

・国際社会の中で主体的に

生 きる資質や能力の育成

・調べ、考える力の育成
・調べ方、学び方の習得の

重視

＼
教師の願い

・社会的事象に対する興味

や関心を高め、主体的に

調べてほ しい。
・主体的な学習の仕方や問

題解決の能力や技能 を身

に付 けてほしい。
・学習で身 に付けた知識や

能力 などを、その後 の学

習や生活 の中で活用で き

るようになって ほしい。

一 ・■一..一..一 冒・一.・ 一.■ 一 ■■一 ■.一.・ 一 ■■一..一..・

(
学
習

活

動
)

研 究 の 内 容 一 ・・一 ・… ・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・

1課 題 を も つ た め の プ ・ セ ・

教
材
と
の
出
会
い

→ → →

興 疑
味 問

課
題
意
識
を
も

つ

→ → →

集 予
約 想

↓
こ
だ
わ
り

↓

切
実
感

学
習
問
題
の
把
握

を
も

つ

自
分
な

り

の
課
題

↓↓

だ

→ →

主
体
的
に
追
求
す
る

興味 ・関心を引

き起こす教材と

の出会い

事実をとらえる活動

考えや知識を出し合う話 し合い活

動

学習問題を解決

するための追究

の仕方を考える

活動

→

調

べ
た

こ
と
を
ま
と
め

る

→

調

べ
た

と
を
他
者
に
広
げ
る

→

生
活
に
生
か
す

(
活

動

.

■

■

.

■

■

■
■

・驚 きや感動 をを あたえ る ・自分 の生活 と比 べて 考えさせ る ・人とかかわ らせ る

のr

工

夫

)

(支

援
)

t

・事実の提示、分析 ・子どもの活動、思考を揺さぶる

・情報交換の場の設定 ・小グループでの意見交換

、

・活動 の見通 し

をもたせる

・一人一人 のこ

だわ りを位置

付ける

L

r

・体験 したことを思い起こ

させる
・既習の事例をあげる

r

・事実が確認できる具体的

な資料を与える

・グループ内の役割を明確

にさせる

・一 人 一 人 の 願

い や 思 い を 明

確 に させ る

i

〈 自分 なりの課題 を もっ

た動児童の姿 〉

・意 欲を もって調 べよ う

とする

・調べ ることが何 であ る

かはっきり分かる

・自分の生活 とかかわ ら

せ て考え ることがで き

る

・自分な りの予想 を立て

る

'も1

-・ ・一 ・層一 髄一r・ 一 ・・一 ・・一 ・噂一 軸一 ・・一 闘一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・_開_.._.._.._.._.._.._.._朋_.

↓

目指す児童像

★追究す る自分なりの課題を明確にもち、観察 ・調査 ・体験等の活動を進んで行 う子ども

★社会的事象 と自分との関連に気付 き、生活 とかかわ らせていこうとする子ども

..一..一.....J

一8一



、

皿 研究 の内容

子 ど もは、 教材 と出会 うだけで 自分 な りの課 題 を もて るわ けで はない。課 題 を もつ まで の

学習活動 に時間をか け、活動 を工夫 してい くことで、 自分な りの課題を もつ のであ る。

以下 、それぞれの学習過程で の学習活動 の工夫 にっ いて述 べ る。

C

学習活動の工夫 支援の視点教材との出会い

教材との出会いは学習の出発点であり、

チどもが学習に興味や関心をもっ大切な

導入場面である。そこで、初めに出会 う

教材 とその提示の仕方が大切となる。
・子どもにとって身近な事実

・子どもにとって意外な事実

・子 どもの心情に訴える事実

・数量的な驚きや感動を与える事実

・子どもの好奇心をさそう事実

が包含されている教材を工夫することが

必要である。

また、子どもの興味をひきっけるため

に、具体物をもとにしたクイズ形式など

の提示の仕方を工夫することが大切であ

る。

↓ ↓ ↓

★子 どもが素朴 な疑 問をもつ

ためには、

・簡単な調査や体験

・身近な具体物などの比較

・地域や校内の人とかかわる

・対立する意見を生かす

・視聴覚教材を活用する

・予想をたてる

などの活動を工夫する。

←撫
▼ ▼

課題意識をもっ

教材 と出会 うことで もった素朴 な疑 問

や興 味を、広 げた り深 めた りするこ とに

よ って、問題 と して意識化す る こと。

自分の生活 とかか わ らせて考 えた り、

知識や考えを広 げたりすることによ って、

最初の疑問 を更 に発展 させ た問 いが生 ま

れ たり、全 く新 たな問 いが生 まれた りす

る。課題意識を もっ ことは、学習 問題 に

気付 くことにつ なが って い く。

↓↓↓

学習問題の把握

学習問題は、それを追究することによっ

て単元のねらいが達成できるものでなく

てはならない。そこで、学習問題を設定

するするために個々の子どもがもってい

る問題を集約 ・分類 し、学級全体の共通

の問題として練り上げていく活動が必要

になる。

学習問題を把握することにより、子ど

もたちは何を追究 し解決するのかの見通

しをもっことができ、「自分なりの課題」

づくりへと発展させることができる。

★rど もが課題意識 をもった

めには

・事 実 を と らえ、 自分 の生 活

と比 べて考え る。

・子 ど も同十 が 考 え や知識 を

出 しあ う。

などの活動を工夫する。

▼

★学習問題を練 り上げる場面で

は、話 し合い、意見交換をする

活動が活発に行われるように
・小グループでの意見交換を経

て学級全体の話 し合いに発展

させる。
・各自がどんな課題意識をもっ

たのか知ることができるよう

に情報交換をする。

などの活動をL夫 する。

←

↓ ↓ ↓

←

自分の生活と
かかわ らせたり、効

果的に情報交換ができ

るような支援を考える。
・事実 を確かめることがで

きるような体験や作業を
したり、具体的な資料を

与える。
・話 し合いの時のグル
ープ内でのの役割を

明確にする。

▼

学習問題 に気付 く

ような支援 をす る。

・話 し合いの グループの

構 成を考え る
・話 し合い の視点 をは っき

りさせ る
・子 ど もの もった課題 や集

めた情 報を意味付 けた

り、価値付 けた り

す る。

▼ ▼

自分なりの課題をもっ

全体で練 り上げた学習問題 を受 けて、

子 どもたちは自分の興味 ・関心か ら 「こ

れ を調 べてみ たい」 と考え た り、「これ

を調べれば問題 を解決で きるので はない

か」 と予想 したり して、追究 の道筋 を自

分 な りに考え る。この活動 が 「自分 な り

の課題 づ くり」であ る。

自分 なりの課題が もて た子 ど もは、調

べ ることが何であるかを しっか り把握 し、

主体的 に追究活動を展開す ることが で き

る。
L

★fど もが 自分 な りの課 題 を

もっため に

・課 題 に 対す る予想 を立 て
、

調 べ て い くこ とを よ り焦 点

化す る。

・各 自の 課題 と学 習 問題 との

結 びっ きを 考 え、 追 究 す る

ことを明確にす る。

・調 べ る計 画 を立 て、 追 究 の

見通 しを もっ。

な どの活動 を工夫す る。

←

子 ど もたち一 人
一人の相談者 と して

の支援 をす る。

・各自の課題 が、学 習問題

とどのよ うに結びつ いて

いるのか表な どを使 い位

置付 け る
・どん な資料 を使 って調

べ るか、 どん なま とめ

方をす るのか個別 に

支援 す る。
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IV実 践事例 「東京都を ほかの学校の友達 に も紹介 しよ う」(16時 間)

1小 単元の目標 東京都全体 の地形やお もな産業 ・都市 ・交通網 などの特 色を調べ、人 々

の生 活が他地域や外国 と も深 くつ なが りを持 って成 り立 ってい ることを理解で きるよ

うにす る。

2指 導計 画 と授業の実際

学 習 活 動 と 内 容 ☆支援 ◎評価 資 料

○東京都の いろいろな地域 に住む の4年 生 にっ ☆東京都 にはいろ
教
材
と

い て知 る。(身 近 な感 じに な る。)

○ 東 京 都 の 地 図 を 見 て 、行 った こ との あ る場 所

い う な 地 域 が あ

る こ と を知 る。

の や知 ってい る場所 を探 して発表す る。 ◎ 自分 の知 ってい 「わ た したちの東

出 ○東 京 都 は、 い った い どん な と こ ろ な のか 調 べ る場所を発表す 京」
会 る 。 る こ とが で きた 地図帳

ヒ'
*東 京 都 の 区 ・市 ・町 ・村 の位 置

か 。

問
*東京都 の地形 のよ うす

☆ 自分 な りの表現

題
*東京都 のまち と交通

方法 で まとめ ら
意 以上3っ の中か ら自分 の一 番関心を もった と れ るよ うにす る。
識
を

ころ を調 べ る。

も ○ グル ープ ご と に分 か れ、 さ ら に、 東 京 都 の特 「自分 の ワ ー ク シー

つ 色 を相談 して発表す る。 ◎ 自分の知 らなかっ ト

07地 区7校 が お互 いの住 む地域 にっ いて振 り た こ とを友達 の 友 達 の ワ ー ク シ ー
4

時
間

返 る。

○ パ ンフ レ ッ トか ら地 域 に よ る い ろ い ろ な特 徴

作品 か らと らえ、

知 る こ とが で き

卜」

を あ げ て み る。 た か 。

問 04っ の 地域 ご とに どん な特 色 を も って い るか。 ☆一地域 に気候 ・
題
意
識

「く ら し」 を調 べ て い く こ とで 考え て み る。

・4つ の地 域 の特 色 を写 真 か ら考 え る。
産業 ・土 地 の様

子 な どが入 って

を
・東京都 の どの場所 であ るかを考 え る。 い る よ うにす る 地域の特色を示し

も ・ワー ク シー トに場 所 の 予想 を書 く。 た カ ラ ー コ ピ ー 写

つ ・答 えか ら各地域 の特色 を知 る。 ☆ 自分 な りに既習 真

3
・自分 が興 味 ・関心 を も った写 真 を選 ぶ。 の学習 を生 か し

時 て理 由を考 え、 「わた したちの東

間 書 くよ うにす る。 京」

学

東 京 都 の い ろ い ろ な地 域 の人 々 は、 どん な

く ら しを して い るだ ろ う。

☆ みん なで いろい

ろな地域 の こと

を調べ、選 ん だ
習
問
題

○ くらしとは何 を指 すか話 し合 う。
・土地 の利用 の様子

地 域 ごとにま と

め発表 し、 最終

の ・産業 の様子 的に全員で東京
把 ・交通 の様子 都 におけ る様 々
握 ・12ヵ 所(各 地 域3ヵ 所 ず っ)の 中 か ら、 自 な く ら しを 知 る

前 分 の調 べ た い所 を一 っ 選 ぶ。 こ とを 示 す。

時
・ 「±地利 用」 「産業 の様 子」「交通 の特 色」 な

ど を観 点 と して、 調 べ る こ とを選 ぶ 。

○ どの場所 の何 を調べ たいかを短冊 に書 く。
「9噛 ・ ・層 ■・ ,o● ●

1�
○地域 と内容 に分かれ た表 のど こに 自分 の調べ

たい ことが あたるか考 えて貼 る。

・友 だ ち と相 談 し

た り、 先 生 に聞 今 までに まとめ た1

;奮
1の

麟
陸
1

・ど の枠 に な るか よ く考 え て貼 って い く。

<表1>

○ 同 じ地 域 の グル ー プで お 互 い の調 べ た い こ と

を知 り、 内容 を確 認 す る。

0調 べ て い くに値 す るf分 な疑 問 で あ る か ど う

い た り して貼 っ

てよいこととする

☆ 地域 ごとにま と

めた ものを発 表

ワ ー ク シ ー ト

無 翻!
の地域の写真1
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も

つ

本

時

かお互 いに吟味す る。

○ 簡単 には、解決 で きな った ことを 自分 な りの

課 題を設定す る。

○ 自分 な りの課題 がで きあが った ら、必要 な資

料 やま とめ方な どを考え、学習計画を立 てる。
・必要 な資料 ・調 べ る方法 ・まとめ方 など

○ グループごとにお互 いの進 み ぐあいを確認 し、

次 の時間の 自分の 目標を考え る。

す る こ とを 伝 え

て お く。

☆ す ぐに分 か る こ

とな どは、 教師

や子 ど も同士 で

教 えあえ るよ う

にす る。

◎簡単 な疑問 は、

自分 で解決 した

り、 友 だち と相

談 した り して解

決 し、 真 の学 習

課題 をっ くる こ

とがで きたか。

「わ た した ち の則

京 」 地 図 帳l

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i
_L_1. … 噛 ● ■9.・ ● ●■.

東京都の人 々の くらしを調べ よ う(き みは、 ど こかな?)

● ・.● …

地 域

くらし

てい ら

低 地
たい ち きゅっりょうち

台地 ・丘陵地
さ ん ち

山 地
L#

1〈 分 類表〉

自分 の課 題 を項

目の分類 に従 っ

て該 当 す る欄 に

貼 る。
さ ん き ょ,

産 業

養 逼

と ち り よっ

土地利用

その他

課
題
を
追
究
す
る

6

時
間

○ 自分が設定 した課題 を調 べて い く。

○調べた ことを地域(グ ループ)ご とに発表 し、

それを見 て東 京都 の特色 にっいて ま とめてい

く。

○東京都 が他 の地域 や外国 とつなが りはないか

考 えてま とめる。

○他の地域 とは違 う 「東京都 な らではの もの は、

なん だろ う」考 え る。

☆ お互 いに資料 の

交換 を した り、

教師 が集 めた資

料 を提 示 した り

しなが ら学習 を

進 める。

☆ よ く分か らな い

こ とは、調 べた

本人 に聞 け る時

間 もっ くる。

◎ 調べ た ことで東

京都 の くらしぶ

りをっか む こと

がで きたか。

各 地域 の副読本地

図 帳

「わ た した ちの東

京」

自分 たちで集 めた

資料

ま
と
め

3
時
間

○ 「東 京 都 」 を た く さん の人 た ちに紹 介 す る。
・今 ま で学 習 して き た こ とを も と に、 東 京 にっ

いて 他 の学 校 や 家 族 に紹 介 す るパ ンフ レ ッ ト

をっ くる。

◎ 今 まで に学 んで

きた ことをふ ま

えて、 分か りや

す いま とめかた

がで きたか。

今 ま で に ま とめ た

ワー ク シー ト

「わ た した ち の 東

京 」 地 図 帳 な ど
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3考 察

(1)他 の区市の学 校 とつ なが りを もっ(教 材 との出会 い)

学校 の様子を ビデオ レターで知 ったり、 自分 の地域 を紹 介す る壁新聞 を作成 したり した。

その結果、東京都 の学習へ の意欲が高 ま った。 さらに、「東京都の他の地域 を知 りたい。」

「自分 の住 んでい る地域 と同 じ点 や違 いを知 りた い。」 とい うことに発展 してい った。

(2)課 題設定での こだわ り(学 習問題 の把握)

自分が関心 を もった地域 を調べ る学 習で は、 「自分 の調べ た地域 に こだ わ りが あ る。」

「同 じ地域 を調べ てい る友 だち と協 力す る」 という場面 が多 く見 られた。

(3)課 題 の表への分類(自 分 な りの課題 を もつ)

「人々の くらし」を産業 ・交通 ・土地利用 とい う観点 に分 け、地域 を4地 域 に分類 した。

その両方 を合わせ た分類表 をっ くり、 自分 の課題 が どこに当て はまるか考え させ た。 自分

の調べ たい ことが友達 の課題 と比 べ ることで明確 とな った。 また、学 習問題 を解決す る上

での 自分 の役割 を意識 し、友達 と協力 して調べ ることに も役立 った。

(4)自 分 な りの課題 の設定(自 分 な りの課題 を もっ)

一人一人が 自分 な りの課題 を設定 す ることがで きた
。 しか し、課 題の内容が細か くな り

す ぎた り、地域が広 が りす ぎる結果 とな った。 そのため、 教師の支援 が十分 にで きなか っ

た。

(5)課 題設定 のための資料(課 題意識 を もっ)

カ ラー コピーを使 い、各地域 の特色 をっか ませ、課題 を設定 す ることと した。 しか し、

写真 では、部分的 な特色 しか表現 で きず、地域 の把握 に は不十分で あった。 ビデオや文書

資料 などの提示 の工夫 が必要で あ る。

V研 究 の成果 と今後 の課題

1研 究 の成果

○活動 の流 れを提示 し、学習 の ゴールを明確 にす ることにより、児童が何の ために何 を学習

して い くのか とい う見通 しが もて、興味 ・関心 が持続 す るよ うにな った。

0自 分 な りの課題 をカー ドに記入 した り、分類 表 に自分で貼 った りして い くことによ り、学

習問題 の中の 自分 の課題 の位置 や意 味を把握 した り、友達 の課題 とのっ なが りを視覚的 に

確認す ることが で きた。 また、追究 の段 階で も、児童相互 の情報交換 のために役立 て るこ

とが で きた。

○学校 内の教職員 ・地域 の人 ・いろい ろな施設 で働 いて いる人(外 部講師)と の交流 や、他

の学校 の児童 との情報交換(ビ デ オ レター ・自分 たちの住む区や市や町 の紹介)及 び クラ

スの児童相互 の情報交換 は、 児童 の調 べ ようとい う意欲を高 め、 その意欲 を持続 させ る上

で大変有効 であ った。

2今 後 の課題

0友 達 同士 で話 し合 いなが ら、 自分の課題 を意 味付 け、深 める ことがで きるよ うな情報交換

の方法 を さらに研究 す る。

○調べ よ うとい う意欲 を高 め るため に、指導 内容 を精選 し、資料 を豊富 にそろえた上 で指 導

してい く必要 を感 じた。

○ 自分 な りの課題 を持 たせ るための、 個別 的な支援 の視点 にっ いて さ らに研究 を深 めたい。
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研究主題 〈第5学 年分科会〉

主体的に調べ、 自らの考えを深めていく学習活動の工夫

子 どもがつ くる学習計画を生か して

1主 題設 定の理 由

第5学 年 の社会科 は、産業 や国土 の様子 な ど学 習対象が 日本全土 に広 が り、 統計や年表 な

どの基礎的資料や文書 ・図書 資料を活用 して追究活動 を展開す ることが よ り多 くな る。 また、

「国民生 活 を支 え る産 業の意 味」 など、事 象 の理解 だ けで な くその背景 にあ る意味 や関連 に

気付 くことが 目標 とな っている。 そのため には、児童 自 らが課題 を もち、必要 な情報 を適切

に収集 ・整理 ・加工 ・発信す る学習活動、調 べ考 え る力を育て る学習が求 め られてい る。

ところが、児童の実態 を見 ると自分 とのかかわ りで事象 を とらえ ることが十 分で きて いな

か った り、 調べ活動 を行 って も表面 的な事実理 解 にとどま り、意味 の理解 に まで至 らない こ

とも多い。 また、 自分か ら社会 的事 象 に対 して進んでかか わ り、 問題解決 に取 り組む態度が

育 っていな い傾向 もみ られ る。

しか し、 自分の身近 な ものや人 とのかかわ りを とお して学習問題 に気付かせた り、学習過

程 に体験的 な活動を取 り入れ ると、追究活動 に興味を もち、意欲 的に取 り組み続 ける。 また、

友達 と考 えを交流 し合 う活動 を工夫 す ることによって、 自分 な りの課題 を もった り、新 たな

視点 に気付 いた り、 自分 の考 えを深 め広 げた りす るこ とが で きる。 さ らには、学習問題 の解

決 に見通 しが もて たとき、意欲 的に追究 す るよ うになる。 このよ うな指 導を工夫す る ことこ

そ、 目的意 識を もって、問題解決 に取 り組 む児童 の育成 には大切 であ ると考 えた。

さらに は、計画的 に問題解決 に必要 な情 報を集 め、問題解決 に必要 な情 報を選択 で きる力

を育成 す ること も重 要で ある と考 えた。

以上 の ことか ら、本分科会 では、共通 研究主題の 「子 どもが 目的意識 を もって、問題解決

に取 り組 む社会科学習」 を、 自ら学 習計 画を立て情報 を収集 し、追究 の見通 しを もって主体

的に問題 解決 に取 り組 む学習 ととらえ、研究主題を 「主体的 に調 べ、 自 らの考え を深 めてい

く学習 活動 の工夫 一 子 ど もがっ くる学習計 画を生か して一 」 と設定 した。

II主 題 の とらえ方

主体 的 に調べ、 自 らの考 えを深 めて い く児童の姿 を以下 のよ うに考 え た。 そ して、◎ の項

目について重視す ること とした。

◎ 自分な りの学 習問題 を考え られる

・ 学 習問題 に対 して予想 を立て、何 を調 べ るかな ど目的 を明確 に もって追究 で きる

・ 確 かな事 実認識を基 に、 自分 の調 べたい ことを見っ ける ことがで きる

◎ 学 習経験 を生 か し、学習問題 を調 べ る内容 や解決の方法 を考 え ることがで きる

◎ 学 習問題を解決す るために、必要 な情報 を収 集 ・活用で きる

・ 集 めた情 報のなかか ら問題解決 に必要 な情報 を適切 に選択で きる

・ 調 べた ことや 自分 の考え を自分 の言葉 で表現 した り、多様 な方法 で表現 した りで きる

・ 「見え る事実」 を比較 ・関連付 けて、 「見え ない事実」 を と らることがで きる

◎ 情報 を友達 と交換 ・検討 し、考 えを広 げ、深 め ることがで きる

・ 調 べた ことか ら新 たな学習問題 に気付 き
、 さ らに調べ よ うとす る
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皿 構想図

児童の実態

・調べる活動には意欲的に取り組むが、自

分とのかかわりで事象をとらえられずに

表面的な事実の理解でとどまってしまう

児童が多い。

・話し合い活動では調べたことを伝え合う

だけで終わる場合が多い。

・情報を熱心に集あるが、集めた情報を自

分の課題に合わせて選択したり、価値づ

けたりすることが1一分にできない児童が

多い。

・身近な物や人とのかかわりがあり、体験

的な活動を取り入れるとたいへん興味を

もち意欲的に取り組む。

全体主題

子ども自身が

目的意'識をもって

問題解決に取 り組む

社会科学習

社会の要請

一『一
5年 分か会研究一主題

主体的に調べ、

自らの考えを深めていく

学習活動の工夫

サ ブ テ ー マ

子 どもがっくる

学習計画を生か して

教材との出会い

一 一一一 研 究 の 仮 説

教材とは

21世 紀 に生 き る子 ど もに

つ け させ た い力

①学習問題を考え、予想や解決する手立てを

考えられる。

②必要な情報を収集、選択できる。

③社会的事象の意味をとらえられる。

④調 べてわかったことを基に、目分の考えを

もちそれらを多様な方法で表現できる。

学習問題を自らのものとして受けとめ、自ら計画を立てて解決に取り組んだり、

友人と話し合ったりする活動を大切にすることにより、個々の考えが深められる主

体的な学習が可能になる。

・驚 き、感動、意 外性の ある もの

一

1
・疑問を生じさせるもの

研究の重点、
・身近 に とらえ ることが で きるもの

・子ども自身が学習の見通しをもてるもの [
・単元の目標に迫ることのできるもの ⇒ 子どものっ くる学習計画

1
1 1

{1}自ら考えた学習計画づくりに従った追究活動 ②子どもの学びを支える教師の支援

1

◎既習体験をもとにして 「何を」「どうやって」「誰と」「どう
計
◎今後の学習のイメージがわくように情報の収集方法やまとめ

まとめるのか」という視点から学習計画を立てる。 画 方を助言する。

づ ○学習計画カードを工夫する。
く

り
○できるだけ具体的に学習計画を立てられるように十分な時間

を確保する。

◎学習計画の実行や話し合いの中で検証 ・修正・新たな視点づ ◎検証 ・修正 ・新たな視点づくりをうながすたあの中間報告や

くりをする。 話し合いの場を設定する。

計 ◎自らの問題から新たな問題に気づいた個・グループを認め、

画
に

全体に紹介する。

○聞き取り(イ ンタビュー)、 ビデオ視聴、文章資料の読み取 基 ○毎時間、何をどうやって調べるのかを意識できるように学習

り、 イ ンターネ ッ ト検索、 見学、体験(直 接 ・擬 似)、 手紙、
"つ

計画カードを工夫する。

電話等で調べる。
く
追
○毎時間学習計画カードを振り返らせ、調べたことを記入、評

○自分のっくった学習計画に従って解決するために必要な情報 究 価 させ る。

を選択する。 ○必要な情報がどこにあるか、誰がもっているのかを情報交換

させ る。

◎自分の言葉、自分なりの方法で自分の考えを個やグループで ○学習してきた流れがわかるように工夫させる。

表現する。

◎自分のっくった学習計画に従い、(グループで)話 し合いな
ま

と
○学習計画に従って追究、まとめができたかどうか自己評価

がら効果的にまとめる。 め (振 り返 り)を さぜ る。

◎予想との異同に気づき、社会的事象の意味をとらえる。 ◎今後の自分の生活の中でどのように行動すればよいか考えさ

◎今後の自分の行動に役立てていこうとする意欲を持っ。 せ る。

◎特に重点をおく項目

目指す児童像

・自ら進んで調べられる子 ・必要な情報を選択できるf・ 自分の考えを深められる子
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IV研 究の内容

1.子 ど もがつ くる学習計 画の必要性

主体的 に追究す る ことによ って個々の考え を深め るためには、 自 ら計画 を立て、学習問題

を解決す る ことが大切 であ る。

自分 たちで学習計画 を立 ててい くと、例えば いろいろの種類 の魚 か ら、 い くつか を選ん だ

り、獲 り方 に焦点 を当てて調 べ るな ど、 自分の考え を生か して調 べ学習 を主体 的 に進 めて い

くことがで きる。

また、 自分が学習 を進 めてい くうえで調べ た り、情報交換 した り、 まとめた りす る活動 の

中で、 自分 たちの調べ る視点、方法 、 まとめ方の よさをまわ りの友達 と認 め合 い、評価 し合

うことによ って再確認 で き、 自信 を もって計 画を進め ることがで きる。

2.学 習問題づ くり

学習問題を作るにあたっては、教材との出会いが大切である。教材には、[驚璽

外性・身近なもの一]と いった要素が必要である。
自動 車工業 の学習で は次 のよ うな流 れで学 習問題をっ くって いった。

自鎧 農 会い 繭 セ鑑 っいていた.自 鍵 蟹 の二
国道の見学 ⇒ 排気ガスで黒 くなっていた。 ⇒ ひみつを

プラモデルの組み立てL三 ∠≧三の音が小さかった。 調べよう

次の学習計画づ くりの段階 で も共 通 して言 え ることで あるが、課題意識 を じっ くりと共有

させ るた めに学習問題 や学習計画 をつ くる時間を十分 に確保す る必要が ある。

3.学 習計画づ くり

は じめか らすべての計画を子 どもに任せ るので はな く、小単元 の一部分(2～3時 間程度)

か ら少 しずっ慣れ させ てい くのがよい。 例えば、間 に中間報告会 を はさんで3時 間分ずっ2

回 に分 けて計画 を立て させ るな どの方法があ る。 そ して、 その計画 は子 ど もが見通 しを もっ

て進め られ、後 の修正 も書 き込 め るよ うに工 夫 した学習計画 カー ドに記 入 させ る。 グループ

の学 習問題 を受 けて、子 どもは、調 べ ることや順序、 それ に対応 す る調 べ る方 法 も自分 な り

に考え るこ とがで きる。 その際、学 び方への助言や情報 ガイ ドブックな ど、 子 ど もの主体的

追 究を助 ける資料 などを工夫す ることも大切 であ る。

「何 を」 「ど うや って」 「誰 と」「ど うま とめ るか」 とい う4っ の要素 がわか って いると1

時間 ごとの調べ学習 をスムーズに進 めて い くことがで きる。 また、子 どもた ち も次回 までに

何をや り、何 を準備 してお くか とい うことがわか り、 見通 しを もって学 習を進 めて い くこと

がで きる。教師か らもそれぞれの グル ープ ・個 に対 して、例 えば伝統工業 の学 習で は 「資料

を集あ る。」 と書 いた児童 に対 して、「どこに行 って どん な資料 を集 めておけばよ いですか。」

と問 いか け、「本 で調 べ る。 友達のお父 さんに聞 く。」 と答 え、 よ り具体 的な計 画 を立て る こ

とがで きた。

4.計 画 に基づ く追究

ここで大切 な ことは、追究意欲 の持続 、計 画 に基づ く活動 の振 り返 りと修正 、学 び合 いの

場 の設 定で ある。

追 究意欲 を持続 させ るために進行状況 を報告 し合 った り、 中間報告 会を行 った りす る。 中

間報告 会で は、調べて わか った こと、そ こか ら自分が考え た ことの中で共有 で きると思 うこ

とを情 報交換 し、課題 を明 らかに した り、 自分の活動 を振 り返 らせた り、 修正 させ た りして

い く。

公害の学習で は、 自分が調べ てい る本の中 に友達 の課題 にかか わ る情報 があ ると、互 いに

それ らの本 を交換 して調 べていた。友達 か ら必要 な情報 を得、 いろいろな情報 の中か ら自分

にとって必要 な情報を選択す る ことも大事 であ ることに気付 いて いた。

5.ま とめ

調 べた ことをまとめてい く段階 で、 わか った ことに対す る自分 の考 えを書 く欄を学習 カー
ドにっ くってお き、それ らを累積す る ことで、 自分の言葉 で まとめ られ るよ うにす る。

工業 の まとめの発表 では、見学 した工場 の方 に学習 に参加 して もらい、 自分な りの言葉で

まとめた考 えの発表 に対 す る講評 を して もらった。 自分 な りの考 えを まとめる際に、、 カー

ドに これ まで書 いた考 えを 「よい ところ」 「こ うすれば もっとよ くなるので は」 とい った視

点 か ら整理 す るとよい と助言 した ところ、子 ど もは、「製品 がた くさん売 れ るよ うに ポイ ン
トカー ドを作 れば よい。」 な どの 自分 な りの言葉 で考 えた アイデ アが多 く発 表 され た。 それ

に対 して、工場の方か らは、「子 ど もの考 えで も大変参考 にな るので、大切 に します。」 など

の講評 をいただき、 自分の言葉 で表現す ることの大切 さを実感 し、 自信を もっ ことがで きた。

一15一



V実 践事例

1.小 単元 名 「公害 をふせ ぐ努力」

2.小 単 元の 目標 公害 の問題 につ いて人 々の苦 しみや解決 のための努 力につ いて調べ、健

康 に生活 して い くた めに公害を な くす ことが大切 である ことに気付 く。

3.学 習計 画(全6時 間扱 い ・本時2時 間 目)

1

主 な 学 習 活 動 学習問題づくり

学習問題づ くり ・全体 で話 し合 い、 日本 の公害 や ・水俣病の拡大写真(教 科書)を 提示する。

1 環境について調べる個別の課題 ・写 真か ら気付 いた ことを もとに、調べ たいこ

を考 える。 とにっいて話 し合わせ る。

・個別の学習問題から全体の学習 ・話 し合いの結果を重視 し、学習問題は子ども

問題 をっ くる。 の言葉で考え させ る。

学習計画づくり ・同 じ課題 の者 同士で集 まり、 グ ・ 「何 を」「どうや ってJ「 誰 と」 「ど うまとめ

2 ル ープを編成 す る。(一 人 で も るか」を話 し合わせ る。

口J) ・各公害病の被害の様子、防 ぐための対策や努

・これまで調べた学習の経験をも 力、 自分 たちにで きることなどについて調 べ

とに グル ープ(個)で 話 し合 い 自分たちの考え も含めてまとめることを助言

調べ、 まとめて い く計画を立て す る 。

る 。 ・情報の収集方法やまとめ方の例をいくつか示

本時 ・学習計画 カー ドに記入す る。 し、 自分 たちで考 えさせ る。

調べる ・自分たちの立てた計画に したが っ ・学習問題や学習計画表を掲示 し、常に学習問

まとめる て調べ た りま とめた りす る。 題を意識させ、それを解決 してい く方向で進

・聞 き 取 り(イ ン タ ビ ュ ー)、 ビ あ させ てい く。

3 デオ視聴、文章資料の読み取 り ・解決するために必要な情報を共有できるよう

電 話 、FAX、 イ ン タ ー ネ ッ ト に助言 す る。

等 で調べ る。 ・調 べてい る段 階での他の グループ との情報交

4 ・必要があれば自分たちの計画の 換を大切にする。

検証、修正、新たな視点づ くり ・学習計画を修正 したり新たな視点づ くりをし

をす る。 た場合 、計 画 カー ドの中 に書 き加え させ る。

5 ・計画 に したが って どこまで、 ど ・自らの課題か ら新た な課題 に気づ いた個、 グ

のように調べてきたかを報告す ループを全体の場で評価 し、他への刺激とす

る。(中 間報告会) る 。

・友達の報告を聞き、必要があれ

ば自分たちの計画の検証、修正

新たな視点 づ くりをす る。

(中間報告会)

6 発表会 ・自分 たちの調べて きた こと、 そ ・今後の臼分の行動に役立てていこうとする意

れに対する自分たちの考えを友 欲 を もたせ る。

達 にわか るように表現す る。

・自分の調べ たこととの関連 を考

えなが ら友達の発表を聞 く。

4.評 価 公害 の問題 にっ いて人 々の苦 しみや解決 のための努 力 にっ いて 自分で立 てた学習

計画 に したが って調べ る ことがで きたか。

健康 に生活 して い くためには、公害をな くす ことが大切であ ることに気付 いたか。
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5.本 時 の指導(第2時)

①本時 のね らい ○同 じ課題の者同士 で集 ま って グル ープを編成 し、 自分た ちの学習計画

を立 て る。

②本時 の展 開

主な学習活動

0子 どもの作 った学習問題を確認

する。

口支援 ・☆評価

公害をなくすためにどのように努力 してきたのだろう

○本時の課題を確認する。
グループで調べたりまとめたりする計画を立てよう

O同 じ課題 の児童 で集 ま り、 グループを編成す る。

0グ ループで話 し合 い、学習計 画を立 て、 グル ープ

ごとに学習計画 カー ドに記入 する。

○次の時間か ら自分たちの計画に沿 って学習を進め

ていくことを確認する。

口前時 にっ くった課題 ご との グループ で集 ま り、

「何 を」「誰 と」調べて い くか、個 々に話 し合 わせ

る。

☆同 じ課 題で グル ープを編成で きたか。

ロ グル ープに1枚 、学習計画 カー ドを配布 する。

口 「何を」「どうや って」「どうまとめるか」をグルー

プで話 し合わせ る。

口各公害病の被害の様子、防 ぐた めの対策 や努力、

自分たちにで きることなどにつ いて調べ、 自分 た

ちの考 え も含めて まとめることを助言す る。

口情 報の収集方法や まとめ方 の例 をい くつ か示 し、

自分たちで考え させ る。

☆今後の学習計画を立て、 カー ドに記入で きたか。

③評価 ○ 同 じ課題 の者 同士 で グル ープを作 り、今後 の 自分 たちの学 習計 画を立て られ た

かを話 し合 いの様子 や学 習計画 カー ドで と らえ る。

(学習計画 カー ドの例)
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紙芝居を作る計画では2枚 の絵 コ ンテで表 していたが、

食物連鎖を入れて考え るとい う助言によ って、1枚 の紙

芝居 に水俣病の発生原因を的確に表す ことができた。
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調べることについて関連性がわかるようにと助言 した

ところ、水俣病以外の公害病にっいて種類のみを調べ る

よ うにし、順番 もっなが りが見えるように変更 した。

6.子 ど もの変容

毎 時間終了後、教師の支援 と して コメ ン トを書 き、次の時間 に配布 した。 それに応え るこ

とによって計画を一 部修正 して いた。 その結果、学 習計 画 は1時 間 ご とに少 しず っ変化 し、

小単 元の 目標 によ り迫 ることがで きた。
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VI成 果 と今後の課題

1.成 果

◎ 自 ら小単元の学習計 画を立て る ことで、学習 の見通 しを もって追究 す るよ うにな った。

また、計画 を立て友達 と話 し合 う中で課題意識 の深 ま りがみ られた。

◎ コ ンピュー ターで検索す る、図書室 で調 べ る、手紙 を出すな どの追究方法 を繰 り返 し行

い、友だ ちと交流す ることで、自分の 目的 にあ った多様 な調べ方を活用で きるよ うにな っ

たQ

◎中間報 告会 をす る ことで追究意欲 を持続 させ るとと もに、軌道修正 した り追加 した りす

ることがで きた。

◎学習問題 を自 らの もの として考 え、友 だち と話 し合 う中で、 個々の考 えが深 ま った。

◎学習 を進 あてい くうえで、調 べなが ら必要 に応 じて まとめ た り、多様 な表現方 法で まと

めた りす る ことがで きるよ うにな った。

2.課 題

◆一次か ら二次 の調査活動 の時間で、間隔を取 る方が追究 に有効 であるが、追究 時間の確

保 にっ いては さらに研究 を進 めてい く必要 があ る。

◆教材 との出会 い(教 材 の選択 ・提 示方法)に ついて さ らに吟味を重ねて い く。

◆学習計画 の立 て させ方、効果 的な支援 ・評 価の方法 にっ いて さ らに研究 を深 めて いきた

い 。

研究主題 〈第6学 年分科会〉

子どもの追究意欲を高める学習問題づくりの工夫

～人物の働きや生き方に目を向けて～

1主 題設定 の理 由

子 ども自身 が 目的意識 を もって、問題解決 に取 り組む ためには、社会 的事象 を 自分 と関連づ

けて考 えた り、 そ こに登場す る人物の立場 に立 って考 えた り しなが ら、 その意 味やかかわ り

な どにっいて進 んで追究 しようとす る意欲が必 要であ る。

6年 生の学習で は、歴史 ・政治 ・国際理解 と学習内容が多岐にわた り、取 り ヒげる事 象 も、

時間的、空 間的 に広範 囲 にわ たる。 その ため、児童 に とっては、社 会的事 象を身近 に とらえ

に くく、興 味 ・関心 が高 ま りづ らい面が ある。 また、学習 において も、事 象を網 羅的 に取 り

ヒげ、知識 理解 に重点 が置かれ た り、説明 や文 章資料 の読 み取 り中心 の単調 な活動 にな った

りす る傾 向が強 い。 それ らの ことが、子 ど もの追究意欲 を低 ドさせ、社 会科嫌 いの子 ど もに

して しまう一 っの要 因 とな って いる。

子 ど も一 人一人が意欲を もって社会的事象 を追究 し、 その意 味をよ り広 い視野か ら考 え る

ことがで きるよ うにす るためには、学習問題づ くりが大切 だ と考 え る。 それ は、学習問題 が

問題 解決を図 って い くテーマで あ り、主体的 な追究 の出発点 だか らで ある。 ただ、事象 か ら

生 まれた素 朴 な問 いを集約 したの もので はな く、人物 の願 いや考 え、時代の様子 を とらえ る

ことがで きるとと もに、子 ど もの思考 に沿 ってお り、解決 の見通 しが もて る学習問題 であれ

ば、子 ど もた ちは意欲を もって追究 して い くと考える。

そのためには、「① 取 り上げ る事象の選定」、 「②学習過程」、 「③学 習活動」 の三つ を関連

的 に考え、工夫 して い くことが重要で ある。

さ らに、学習内容 の面か ら考 える と、6年 の学習 内容 は人物の働 きや生 き方 に迫 る内容 と

なっている。昔の時代 を精一杯生 きた人や、今の時代 をよりよ く生 きよ うと努力 している人 々

の働 きや生 き方 に目を向 けさせ ることは、 児童 に とって 事象を身近 に感 じさせ、追究意 欲を

高 める ことがで きると考え た。

そ こで、 「子 ど もが追究意欲 を高 め ることがで きる学 習問題づ くりの工夫 ～人物 の働 きや

生 き方 に目を向 けて～」 とい うテーマを設定 して、授 業実践を中心 に取 り組 んでい くことと

した。
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II研 究 構 想 図

く社会の要請 〉

・国際社会の中で主体的

に生 きる日本人の育成
・ 「生 きる力」の育成豊

かな人間性、社会性

〈新学習指導要領〉

・社会的事象に進んでか

かわり、多面的に考え

る力の育成。
・調べ考える社会科学習

〈 全 体 主 題 〉

子ども自身が目的意識をもって

問題解決に取 り組む社会科学習

¥%

「'… 一'一 〈6年 分科会主題 〉'一 『'一'一"「

i「ど鰹諜灘き舞塞繋鱈呈塊1み警の工夫i
一.、_開_.._.,_.._.._.._。._.._.._.._.._1

〈研究の内容 〉

¥%
〈研究の仮説〉

子どもの社会的事象に対する事実認識をもとに、

子どもの考えを大切にしながら、人物の立場に立っ

て、その生 き方や働 きに目を向けて学習問題を設

定させれば、子ども一人一人が学習問題を明確に

っかみ、追究意欲が高まり、目的意識をもって問

題解決に取 り組むことができるであろう。

II

〈児童の実態〉

・歴史 に対す る興味 ・関

心 が高 い。

・自分た ちで学習問題 を

設定する力が十分に育 っ

て いない。

・追究意欲が持続 しない。

・追究 したことをもとに、

事 象の意味 を考 える力

が十分に育 っていない。

〈教師の願い〉

社会的事象を主体的に追

究 し、社会に進んでかか

わろうとする子どもを育

てたい。

〈進んで追究することのできる学習問題 〉

ね ら い 事 実 認 識 児童の思考の流れ 切 実 感 解決への見通 し

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

人 物 の 働 き や 生 き 方

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

人物の果たした役割 業 績 や 言 動 人物への興味 ・関心 人物の立場に立 って1働 きや願いの予想
1

〈事象選定の視点〉

i

　

i

前時代 との違い 願いや生 き方 果たした役割 心を揺さぶる業績や生 き方 自分 とのつながり 立場に立 って一
く人物の立場に立って働きや生き方を考えることのできる学習活動〉

1人 物を引き寄せ・1
人 物 に 近 づ く ・

一

事

象

と

の

出

会

い

一

旨

W W/

一

全
体
の

学
習
問
題
を
つ

く
る

一

/

一

自
分
の

学
習
問
題
を
つ

く
る

一

事象に対する問 いや考えを もつ

/

「 課 題 意 識 の 高 ま り]

予 想/

焦
点
化

具
体
化

i

[学 習 問 題 を っ か む 過 程

一--

,
・
…

,
運
自

分

の
学

習

問

題

に
対

し

て
進

ん

で
追

究

す

る

調 分
べ か
て つ

分 た

か こ

自 つ と

→

!

分 た
の こ
考 と
え を

→

ヨ

や
考
え
た

を も こ

確 と と

か に を
な 進
も ん
の で

と 交
す 換
る し

A
Q

つ

}

情
報
交
換
を
も
と
に
さ
ら
に
考
え
を
深
め
る

¥%

学習問題を明確につかみ、課題意識をもって意欲的に社会的事象を追究 し、事象の意味を考える1孔
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m研 究の内容

1人 の働 きや生 き方 に目を向 けて学習問題作 りのできる事 象の選定

子 ど もが進ん で追究 す ることので きる学 習問題を次の よ うに とらえ、 それを基 に、 人物 の

働 きや生 き方 に目を向けた学 習問題 の要素を左下の よ うに考え た。 このよ うな学習問 題をっ

くるには、 その基 とな る疑問 が生 まれて くるよ うな社会的事象を提示 しなけれ ばな らない。

そ こで、前述 の要素 に対応 させて右下のよ うな社会的事象 の選定視点 を設定 し、事象 を選 定

す る とともに、 その順序 を考 えた。

〈進んで追究できる学習問題〉 〈事象選定の視点〉※太字は重要要素

「ねらい爾]急 時における人再の果たこ]「 天流一箭盈厭1舜f蚕痂様子と瑠
iが できる1た 役割に迫ることができ 違いがある1

1具 体的to実 に基つい 胚 人物の業績や、O動 に基
iて い る 物 いて いる
　

「義 ・もの恵房瀟1
1

沿 って いる
　 　

1口 異なる事実に基づいてい

、 、 人物 の願 や働 きを予想　 トリ
iL_舳L蚤 三蹴_」
〈「伊能忠敬と学問の発達」の場合〉

τ

幽

「一]-

L匝 醇 躯
計」釧 麟 翻i癬「 ＼

[一 訓羅露観/
廓 颪 粛i方1膿 郭

「→L」

B人 物の願いや考え、生 き方が

とらえられる

Cそ の時代に人物が果た した役

割が分かる

D:心 を揺 さぶる人物の業績や、

生き方、考えがとらえられる

E自 分の生活や今の社会 とのっ

ながりがある

F人 物の立場にたって考 える学

習活動が可能である

徽撚綴E
櫨 したのだろう。 トー 一 一　 幽

B:願 い や考 え、生 き方～

際

_磯
一 ●

C;果 た した役割 ～

D:心 を揺 さぶ る～

F:人 物 の立場 にた って～

[萎亘萎蚕養璽麺至匿:コ①
杢口邊羅 甦二魍 」②

磯影欝空轡篭…逡

2人 物 の立場 に立 って、働 きや生 き方を考え ることので きる学習活動の工夫

は じめに出会 った事象 か ら人物 の働 きや生 き方 に目を向 け るよ うにす るため には、 子ど も
一 人一 人がその人物の立場 にたって考え ることので きる学 習活動 が必要 不 可欠であ る。 そ こ

で、学習 問題 をっかむ過程 に も、人物の立場 にたって考え る活動 を工夫 す る。

⑨

¢
、 近 づ く,1一一__⊥__一_一__

「 一一忍のにふれる ・擬似体験 ・役割演技 姦亘藤 　 一1

L_亘 垂笠に参加する・人物になって手紙や哩 塩 壼≦Jl一
自分の生輔 鱗 隷 膿 を考え葛「

/一一 一一T-一 一 一

⑤
＼一_

t引 き寄 せる ・

また、上記の活動 は学習問題 をっかむ過程 だけでな く、追究 や考 えを深 める過程 にお いて

も有効であ る。 特 に実践例の よ うに一入 の人物 を一 っの業績 で追究 して い く場合 は効果的 で

あ る。

〈「伊能忠敬 と学問 の発達」の場合 〉(近 づく)

⊥ 二⊥__._「
歩測の体験 ・学校の周囲の測量および地図孫 弄 へ

L.星 の塑 堅 忠敬にな・て睨 繕 く

J)一
ノ へ

r一 吾あ唖 図マ『現荏あ地図やランドサットの扇頁芝伊能図燕卿l

L篁1数や理昼の学甦 一塑 連 ・身の回りの道具を利用しての測量コー
覧引き寄せる・

⑤

一20一



○

、
ノ
ー

㍉

IV

1

べ、

る。

2学 習計画 と授業 の実際

実践事例 「伊能 忠敬 と学問の発達」

小単元 のね らい

伊能忠 敬の業績や測量 の努力 や工夫 、 その考えや生 き方 を中心 に、 蘭学 や国学 にっ いて調

新 しい学問が発達 した ことを と らえ るとと もに、社 会の様子 にっ いて考え る ことがで き

雇訂 蕊 、τ一丁扉。活動・露 「瀞 ・・

卜=[属伊能図。霧 肺 能図.過 去.現
の読 み取 り、 在の地図を比べる。

一 ・半

"一 一 『 一一一一一一一1-『 』

K児 の学習の様r

誓
S児 の学習 の様子

一 一

出

会

い

1問
い

や

考

え

を

も

つ

1

1・・一 トー 一 脚
敬 の業績 や考

1え方、生き方
塾

について関心

を高める

江戸初期'

・地図1

ら気付いた ことや1図

考えた ことを話 し

合 うζ.

1引 き寄せ る1

表年敬忠

伊能図の 方が限 りな く現代 に近 い;

.犠 、畷 。、な4'om、 。引

・優 しく、 えろい人。

・歩いて距離 を測 り地図を完成 させたD

(努力家}

・東 北 も し っか りか い て あ る。

・,c道 もあ る。

・山 か ら赤 い 線 が た く さん あ る。

・優 しい 入 ・勉 強 が す き な のか 。

・Id回 も距 離 を 測 りにt1'っ てい る。

・17年 間 歩 きつ づ け て い る0

.-
「

.

ー

1

1ー

・磁 ・購 まで越 を繊 ・せよ レ どうして蹴 を酌 ・・かった・か?

うとするなんてす ごい と思 った。

・ 暦学に対す る気持 ちが強 い。

1

　

「 応 敬。業績。
し

}

○歩測幽 咀る「 2mぐ ら い だ か ら1j18違 っ た わ け

;だ 。 忠 敬 はそん な にd.確 なの か とf7iっ
　

1湊㍊k量留勲 搬 渡ご欝
コ

1な ん か1kmは 、944mぐ ら い と 思

うcと にか くす ごいC(略)i
l

i
正 確 に 測 るの は 難 し い と思 っ た,二,忠

敬 は 正 確 にf{地 図 をか いて す ご い

と患 った.実 際 に4115tも や って みて 、

も っ と も っ とす ご い と思 っ た.(略 〉

1

1
歩測の体験か

1、 講 鷹
【量を願 い出た
ヨ

ころの社会の

様f'一や忠敬の

}1思 いを調べ、

全体の学習問

,題 に気付 くこ

{と が で き る
2

L翻

全

体

の
学

題

を

ノ＼

る

1

幽

i
幽ー

、ll

○ 歩測 の感想 を言

合 う。

哩雛嬰躊 引
忠敬の思いを調べ

1て 話 し合 う・

可誌酬

[○慨 曹壌ll制
敬 にな りきって日

記 に書 く。

・忠敬 は地球の 大きさを知るため、 ま

た、 正確 な暦 を作 ろ うと して測 量を

決意 した。
・じっと していないで実 行に移そ うと

思 っていたこ

ト ・ シアや・ギ ・・などが今の北海道
をね らっていた。

<測 量H記1>

寸

回
○忠敬の業績や、願

iい 、生 き方 に つ い ・

て調 べ た い こ とをi

i奮講 羨謹1

1

髭

す ごい石 しい。 こ五 死'け待っ赫 一1

1騰籔 撒鍵
'よ う

。 そ れ に 、 お 金 もあ ま りな い の

1が 耀 だなあ・ で も・とにか くお許
しが出たんだか らかんば らない と。

匿糧騨蟹欝庶

.疑。。駅 。、。・鰍 ・た・コ

。地 図 をIE確 に 作 り、il本 を守 りた い。

●ロ シァ ・ イ 判 スが.,の 北 縫 を オaI

ら って い る,

〈測{畏EI記1>

[

/「鰯 贈 難ll獄7]i

m禦 謙 醍 玉縦 贈 やずl
Lて いつか地球 の緯度1度 の長 さを

!繍1難1
陰 駄 。。。と〉 一 ・〈。.。 い。と〉

[亟 亟 ・壁 禰 ・麺 璽[柘 繭 ・fTる茄 万 万 蕊1、
:、;tん の努力刺二肋 あ・竺 」

る。 _二

__」_

鐘 難 重 壷 璽 璽 ・、・塑 ・廊 ・量・樂 「
分

の

問

題

を

つ

く

る

lH

追

1究

3

すi

る

1ー

●

a

i学 習問・・対
す るr想 を 凱

て、絵 や文 章

酬 などを劃

○学習問題 に対 する

l f想 をiて る.

用 して調べ た …○絵 や文章 資料など

耀謝
して、測量 の

i努力や珠

lI写真
文章資料i

絵

図書資料

.籟 糠 謙1
,る 。

1忠 敬 の願 い に

・迫 る こ と が で
董

き る

11

1
○学校の周囲を測量

1し て地図をつ くり・1感 想 を話 し合 う。

1

i

回

御用旗

梵天

分度器
・方位磁針

1・ も他

1

1

1

・願 い・正確 ・測 量 ・た・.・則量 を副

にEi本 がどんな姿だ ったのか 見てほ

しか ったc

〈努 力や工夫〉っかれて もあ きらめず、

とてつ もない距離を歩 いた。

潔 礁婦膿鷺饗
望1碧麟轟 膿 僑 醗

贈 ごと.部下が死ぬなどの悲し
「だ いたい灘 にはかれ たと想 う。で 甲
・1も 、2、3mぐ ら い違 うだ ろ うな あQu

…

層
…

__,_姻

1鷹 潔 驚貰。馨贈 鴛ll

.覆欝 灘 総 饗 課1.1

1腱 叢漁 禦髭鷲瓢il

階 かかつたのに忠敬はすごいと思矧
ー

囁

1

〈願 い〉緯度1度 の長 さを 肉分 の足で

明 らかに したい。 地図を作 り、人 々

.騎離 鋸 篇 。道具。副
工夫 して測 ったc

1

簡鋼 董;灘劉癒 ∴ll
れを毎 日や る忠敬はす ごいとます ま …

す感 じた。縮図をか いたりするの は1

讐膿 諜 子二灘 匙副1

驚 　 ら生きていないと思 …1
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追

究

す

る

考

え

を

確

か

な

も

の

と

す

る

交

換

し

合

う

考

え

を

深

め

る

3

●

4

5

6

●

7

忠敬 が学 問の

発達 に大 きな

役割 を果た し

た ことを とら

え、 その願 い

や生 き方につ

いて考 えるこ

とがで きる

蘭学や国学の

発達について、

人物を選択 し

て調べ、 この

ころの社会の

様子につ いて

考え ることが

で きる

副

讐
忠

量

記

○

○地図が完成するま

での様子を調べる。

○亡 くなる一 日前の

日記を忠 敬にな り

き って書 く。

回

○忠敬 の願 いや生 き

方 にっいて話 し合

う。

1引 き寄 せる1

○忠敬の他 にも新 し

い学問を発達 させ

た人が いることを

知 り、人物 を選択

して調べ る。

○その考えや果 たし

た役割 につ いて調

べ、分か ったこと

を報告 し合 う。

○ この ころの社会の

様子について話 し

合 う。

測量日記

文章資料

測量日記

年表

図書資料

等

<測 量 日記rl>

ついに今 日か ら測量 を始め た。だが

とって もっかれた。 一目でこんなに

っか れるなんて大丈夫かな。 さ らに

正確さもまったくだめのよ うだ。困 っ

た困 った。 しか し、努 力に努力 を重

ね、重 ねま くって正確 な地 図を作 っ

てや る。で も、体がもちそ うにない。

たおれ そ うだ。 で も、何 とか して、

後の世の人々の役 に 疏っぞc

・測量 か ら21年 、忠 敬の死ん だ後3

年以上た って完成。

・間宮林蔵が支え る。

・忠敬はなん として も正確な地図を作

りたいと病気にめげずにがんば った。

<測 量 日記In>

おそ ら く自分 の作 った地図 は見 られ

ないだ ろう。せ っか くここまで きた

んだか ら元気な体で地図を作 りたい。

だが、私が死んで もきっと弟子 たち

が 日本全図 を作 って くれ るだろう。

もう少 しなの に完成が 見られ ないの

が残念。で も、弟rが がん ばって完

成 させ、後の 世の人 々の役 に立っ こ

とを願お う。 ここまで これて よか っ

た。

〈ま とめ 〉

忠敬 の願 いは「正確 な地図 を作 って

後の世の人 々の役に立っ」 とい う

とだ った けれ ど、その前 に死んで し

まった。で もくいはなかったと思 う。

ここまで これ たんだか ら忠敬は満足

していただ ろう。 きっと悔 しか った

だろ うけれ ど、弟子にすべてを任せ

て静かに息を引 き取 ったのでは ない

か。また、忠敬は全国を測量す ると

い う大変な役割を果た した。 これに

ついて、ぼ くは本 当にすごいと思 う。

忠敬は世の中の厳 しいル ールを乗 り

越えて 日本全国を歩いた。 自分だけ

でな く、後の世の人々の役に立 とう

とする生 き方 はすば らしい と思 う。

杉 田玄 白を選択 して調べ る。

<測 量日記n>

っいに今 日か ら測量を始め た。 正確

に測 るのはす ごく難 しい。それ に大

変だ。 このよ うな ことを毎 日毎 日す

る と思 うと…cそ れになかなか うま

く測れない し…。 す ごくす ごく難 し

い。 こんな ことでやめ るわ けにはい

かない。 何回 も何回 も測 って正確な

地 図をかけるよ うに しよ う。道 具を

使 い こなすよ うがんば って正確 な地

図 を幕府に差 し出そ う。

・北海道の西北部の測量 は林蔵が行 っ

た。

・病気にかか って もが まん して地図 の

指図を した。

・弟子た ちも協力 して地図 を作 った。

・忠敬の死後 も強 い意思 を受 け継 いで

弟子た ちが完成 させ た。

〈沮岨量Eヨ言己皿〉
一生 を閉 じる前に 日本全国の形を.一

目でいいか ら見たい。無 雪完成 させ

て くれることを願 っている。 私の測

量 は後 の人 々に役 に立てる といい。

命が完成す るまであれば…。 で も、

もうわずか だ。 だか ら弟子 たちを信

じて幕府 に差 し出 して もらうことを

願 うだけだ。 自分 では自分の 一一生に

満足 している。 で きる限 りの ことを

や ったのだか ら。

〈まとめ〉

忠敬 の生 き方か ら、私 はは じめ 「そ

ん なに若 くもないのに…」 と思 った

が 日本 を測 量 し、長 い年 月をかけて

後の世 の人 々のためにとか んば り、

苦労 したり、努力 したり して、すば

ら しいと思 った。完成 した地 図は見

られ なか ったけれ ど、 きっと忠敬 は

悔 しくなか ったと思 う。[.1本全国を

測量で きたのだか ら。 さ らに、後の

世の人のために学 問 も発展させた し、

地図をか いたり したからこそ、私 た

ちが授 業で きるんだ!ま た、 自分

の強 い意志 と願 いで 自分 を支 えて完

成 させ たのです ごいと思 った。 私 も

忠敬の ように強 い意志を もちたいと

思 った。

杉 田玄 白を選択 して調 べる。

忠敬 らは社 会にどのよ うな影響 を与 えたのだろ うか?

〈まとめ〉、

4人 は 日本の医学や文化を発達 させ

て、乱 れていた世の中を元に戻そ う

とした。 また、蘭学 や国学などを 日

本に広 め、人 々が少 しで も安心 して

暮らせ るよ うに しようと した。 また、

外国の進 んだ技 術を取 り入れよ うと

思 う人が増 えてい った。

※K児 の変容

K児 は調べ る力 はもって いるが,主

体的に追究す る意欲が もう 一・歩で あっ

た。 しか し、歩測を通 して、 どん な思

いで測量を進め たのか ということに強

い疑問を もち、追究 してい った、 この

ことに こだわ って調べ、忠敬の立場 に

立 って 考えよ うとす る姿が測量 目記の

記述な どか らも強 く感 じられ た。

〈ま とめ〉

忠敬、玄白 らは人 々の役 に立っ ため

に学問を学び、 いろいろなことを成

し遂げ た。それに より、学問 を発達

させ,広 めてい った。蘭学や国学 な

ど新 しい学問が広が り、鎖国が ゆる

み、政治が乱れ始め た。

※S児 の変容

S児 は意欲 的に学習 に取 り組むが、

自分の 考えを もっことに対 してt'1fな

傾向が 見 られる。 しか し、測埴な どの

体験を通 して調 べた忠敬 の努,t1や苫労

を実感 と してとらえ、 考える姿が見 ら

れ る。 また、 その働 きを自分たち とっ

なげて 考え た り、 その生 き方に対 して

考えを深 めるようにな って きた。
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3考 察

伊能図 と江戸初期 や現 代の地 図を比べ る活動 において、虫 眼鏡 を活用 して細部 にわた って

観察 した り、 その違 いを比べ た りす る ことに より、大 きな驚 きを与 えた。 また、「限 りな く

現代 の地 図 に近 い。島 まで正 確 にかいてあ る。」「北海道が あ る。」 「山か ら赤 い線 が た くさん

ある。」 な ど忠敬の働 きや、学習問題づ くりに関わ る事柄 にっ いて 目を向 ける ことがで きた。

次 に、年表 を活用 して大 まかな忠敬の働 きや、生 き方 に対 す るイ メー ジを もたせ、 その後

に歩測 の活動 を行 った ことはとて も効果 的であ った。S児 の感 想 に,「実際 に 自分 もや って

み る ともっと もっとす ごいと思 った。」 とあるよ うに、簡単 な活動で はあ るが、忠敬 の した

ことと同 じよ うな体験 をす ることにより、 自分か ら忠敬 との距離 を縮 め、その業績や考 えを

実感 と して と らえ ることがで きた。 また、K児 の感想 にあ るよ うに 「忠敬 は1kmを999m

ぐらいにす るわ けだ けど、 自分 は944mぐ らいに～」 とい うよ うに正確 さに こだわ り、 自分

と忠敬を比べ る視点 を もっ ことによ り、忠敬 に近づ いてい く姿 も見 られた。 この よ うな驚 き

や こだわ りが学習問題づ くりや、追究 の姿勢 に大 き く関わ って きて いる。

そ して、 忠敬 にな りき って測量 日記 を書 く活動 を設定 した ことによ り、「正 しい 日本 の地

図 をか いてみん なに知 って もらう」 「地球 の緯度1度 の長 さを測 り、地球 の大 きさを知 り、

日本 に広 めよ う」 など、忠敬 の立場 に立 って願 いを考 える ことが で きた。 これが 「どのよ う

な思 いで測 量 を したのか」「どのよ うな努 力や苦労 があ ったのか」 とい う疑 問 に もっ なが っ

た。 また、 自分 の体験 や調 べ た ことを、 改 めて忠敬 の立場 に立 って考 え ることを通 して、

「どう して ここまで したのか」 とい う課題意識 を高め る ことにっなが るとと もに,その後 の追

究活動 にお いて大 きな視点 にな って きてい る。

さ らには、追究の段階 において も学校 の周囲 の測量 や地 図の作製 といった体験 的な活動 や、

測量 日記を継続 して書 いてい った ことも、意欲的 な追究活動 を促 してい った。 それが 「厳 し

いルールを乗 り越 え～後 の世 の人々の役 に立 とうす る生 き方 はす ば ら しい」「自分 の強 い意

志 と願 いで 自分 を支え～」 とい うよ うに業績か らその生 き方 に目を向 けてい くことに もっ な

が って いった。

V研 究の成果と今後の課題
1研 究の成果

出会わせる
事象の選定

人物 の立場 に

立 って考える

i学 習問題 をi

iつ くる過程の重視i

OP20に 示 した4っ に ポイ ン トを絞 り事 象を選定 した ことによ り、 子 ど

もの興 味 ・関心 が高 ま り、 その意欲 を次 の活動 につ なげて い くことが

で きた。

○学習 問題 をつ くる前 に擬似 的な体験 や、模擬会談 、追体験 や、 人物 に

な って 日記 を書 くな どの活動 を設定 した こ とに よ り、子 ど もたちが そ

の時代 や人物 に近 づ き、 その立場 に立 って願 いや考 えを考え ることが

で きた。

また、 その ことによ り、人物 に対 す る問題 意識が高 まるとと もに、そ

の子 な りの追究 の視 点や こだわ りが生 まれて きた。 さ らに は、 それが

追 究意欲 の高 ま りに もっなが ってい った。

○ まず、 時代 や人物 を 自分 に引 き寄せ、 次 に、 自分か ら人 物 に近 づ いて

い く活動 を取 り入 れ るな ど、 時間 をか けて課題意 識 を高 め なが ら学 習

問題 をつ くった ことによ り、 子 ど も一 人一人 が学 習問題 を 自分 の問題
と して的確 にと らえ、意欲的 に追究 す ることがで きた。

2今 後の課題

地域素材の開発

人物 との

出会わせ方

全体の学習問題と
の関連を意識した

追究

i様 々な立場

iか ら考える

○地 域 の人物 を取 り上 げ る ことが、 人物 や時代 と自分 との距離 を縮 め、

追 究意欲 を高 める もの とな る。 今回 は一 人 の人物 しか取 り上 げ られな

か ったが、今後 も、地域 の教材 を積極 的に開発 して いきたい。

○ 人物 との最 初 の出会 いが とて も重 要で あ る。 しか し、人物 にっ いて見
せ る面 が多岐 に広が って しまい、子 ど もの課題意 識を焦点 化す るのが

難 しくな って しま う実 践 もあ った。 人物 の何 と出会わせ るか、十分 に

検討 しな ければな らない。

○追 究す る中で、 自分 の学習 問題 にの み意 識が い き、 全体 の学 習問題 と
の関連が薄 れて い って しま う傾 向 も見 られ た。全体 の学習 問題 を常 に

意 識 しなが ら追 究 して い くことので きる支援 を工夫 して い く必要が あ

る。

○ その人物 に対 す る関心 は高 ま ったが、 その反 面、人物 にのめ り込 み、

事 象 に対す る見方、考 え方が狭 まって しま う傾 向 も見 られた。 様 々な

立場 か ら考 え ることので きる学習活動 も工夫 してい く必要 があ る。
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研究の成果と課題

<研 究の成果>

0「 人 とのかかわ りを深 め るための学習活動表」 を作成 し、地域 の見学や観察 を中心 に学習

過程の中で多様 な活動 を設定す ることがで きた。 その結 果、児童 は課題を明確 に もって活動

に取 り組み、進んで地域 にかかわ ろ うとす る姿勢が生 まれた。

○ 情報交換 の場 を工夫 し、積極的 に取 り入れた ことに より、 児童 が多様 な調べ方 や発表 の仕

方 に気付 き、 自 らの学習 に生か そ うとす る姿が見 られた。

0課 題 を もっ プロセスを明 らかに し、それぞれの段階 に応 じた活動 や資料 を工夫す る ことは、

児童が 自分 な りの課題 を もつ ために有効 であ った。特 に、「感動 や驚 きを与 え る」 「身近 に感

じさせ る」 「人 とかかわ らせ る」 教材 を提示 す る ことで児童 が 自分 な りの課題 を もち、意欲

的 に追究す る ことが で きるよ うにな った。

○ 単元の流れ を提示 した ことは、児童 に何 のために、何 を学 習 して い くのか とい う目的をい

っ も意識 させ る ことだけでな く、見通 しを もって学 習を進 めて い くことに も有効 であ り、興

味 ・関心を持続 させ る ことに もっ なが った。

○ 小単元の学習計画 を児童が個 や グループで立 てた ことで、学 習問題を 自 らの もの と して考

え、見通 しを もって意欲的 に追究す る ことがで きた。 また、中間報告の時間を設定 した こと

は、追究意欲 を持続 させ る とともに、追究 す る内容 の修正 を した り新 たな視点 をっ くった り

す ることに有効で あった。

○ 中間報告会 など友達 と情報交換す る ことで、 多様 な調 べ方 や まとめ方 に気付 き、 自分 の 目

的 に合 った調べ方や まとめ方 を選択 し活用す るよ うにな った。 また、友達 と話 し合 う中で、

個 々の考えが深 ま った。

○ 児童 が人 物 の働 きや生 き方 に 目を向 けた学習問題 をっ くるため に、「心 を揺 さぶ る人物 の

業績や生 き方 、考 え方 が見え る」 「人物 の立 場 に立 って考 え る学習活動 が可能 であ る」 など

の視点か ら事象を選定 した ことは、児童 の人物 に対 す る課題意識 や追究意欲 を高め た。

○ 学習問題 をっ くる前 に体験的 な学習 を設定 し、時 間をか けて課 題意識を高 めて い った こと

で、児童一人一人が学習問題 を自分 の問題 と して的確 に と らえ、 自分 な りの追究 の視点 や こ

だわ りを もっ ことにな った。 さ らには、 それが追究意欲 の高 ま りに もっなが った。

〈今後の課 題〉

・ 「人 とのかかわ りを深 めるための活動表」 の中で
、 まとめ る ・生かす段階での活動 を検討

す るなど更 に使 いやす く改善 して い く必要が ある。

・ 実際 に体験 した り、経験 した りで きない教材 で児童の学習意欲をか き立 てる ことは難 しい。

意欲を高め るため に、細か い地域素材 の分析、教材化が必要 である。

・ 児童 に学習計画を立て させ るための手立 て、効果的 な支援、 さらには評価 の方法 につ いて、

今後 も研究を深めて いきたい。

・ 追究す る中で 自分の学習問題 だけに意識が い き
、全体 の学習 問題 との関連が薄れ る傾 向 も

見 られた。全体の学習問題 を常 に意識 しなが ら追究 してい くことので きる支援 を工夫 してい

く必要 があ る。
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